
普
及
へ
設
備
コ
ス
ト
減
カ
ギ

　モノづくり日本会議は３月 日、社会開発研
究センターと日刊工業新聞社と共催で 東京 八
重洲のベルサール八重洲でセミナー「植物工場
実用化の実際と最新動向」を開いた。４人の講
師を招き、植物工場の現状と課題について最新
動向を紹介した 同セミナーは モノづくり日本
会議が設置した「農商工連携勉強会」の第１回
勉強会として実施した。野菜の安定供給や品質
の均一性などを保証する植物工場のビジネスチ
ャンスを探ろうと、多くの参加者が来場した。

植物工場実用化の実際と最新動向
「
流
通
面
か
ら
見
た
植
物
工
場
の
課
題
と
今
後
の
展
望
」

「
自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
フ
ィ
ス
『
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
』
の
取
り
組
み
」

「
植
物
工
場
の
現
状
と
問
題
点
」

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
植
物
工
場
の
実
際
」

社会開発研究センター理事／同センター植物工場・農商工専門委員会委員長高辻正基氏
　
植
物
工
場
に
は
２
種
類
あ

る
。
一
つ
が
完
全
制
御
型
で
、

も
う
ひ
と
つ
が
太
陽
光
利
用
型

だ
。
今
回
は
完
全
制
御
型
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。

　
一
番
の
特
徴
は
植
物
を
安
定

供
給
で
き
る
こ
と
だ
。
ど
こ
に

で
も
設
置
で
き
品
質
の
バ
ラ
つ

き
が
少
な
い
。
ま
た
、
無
農
薬

で
あ
り
、
細
菌
数
が
非
常
に
少

な
い
。
主
要
光
源
と
し
て
蛍
光

灯
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

が
あ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
栽
培
は

栄
養
価
が
高
い
。

　
植
物
工
場
の
課
題
は
ま
ず
、

設
備
コ
ス
ト
だ
。
特
に
照
明
設

備
の
コ
ス
ト
は
、
全
設
備
コ
ス

ト
の
３
―
５
割
を
占
め
る
の
で

低
コ
ス
ト
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
照
明
の
効
率
向

上
、
光
の
強
度
と
日
照
時
間
の

最
適
制
御
、
栄
養
価
の
高
い
野

菜
の
栽
培
技
術
、
植
物
工
場
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
・
標
準
化
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。

　
現
在
、
実
用
化
し
て
い
る
植

物
工
場
の
ほ
と
ん
ど
が
蛍
光
灯

を
使
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
実

用
化
さ
れ
て
い
る
の
は
１
カ
所

し
か
な
い
。

　
震
災
以
来
、
節
電
意
識
が
高

ま
り
、
光
を
弱
く
し
た
り
日
照

時
間
を
減
ら
し
た
り
し
て
い

る
。
そ
れ
で
は
意
味
が
な
い
。

植
物
工
場
を
採
算
に
乗
せ
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
光
を
大
量
に
照

射
す
る
必
要
が
あ
る
。
植
物
の

成
長
が
早
く
な
り
生
産
性
が
上

が
る
。
相
対
的
に
人
件
費
や
包

装
費
、
運
搬
費
が
減
っ
て
生
産

コ
ス
ト
が
安
く
な
る
。

　
植
物
の
成
長
率
は
光
合
成
速

度
に
比
例
す
る
。
光
合
成
は
光

強
度
と
日
照
時
間
に
依
存
す

る
。
光
強
度
は
植
物
が
光
合
成

を
す
る
限
界
の
飽
和
量
ま
で
持

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
照
射

時
間
に
つ
い
て
は
長
さ
に
比
例

し
て
光
合
成
を
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　
た
だ
、
光
強
度
が
増
え
れ
ば

増
え
る
ほ
ど
コ
ス
ト
が
上
が
る

の
で
、
光
強
度
と
日
照
時
間
の

最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
計
算
し

た
方
が
い
い
。
電
力
代
は
全
コ

ス
ト
の

％
と
言
わ
れ
て
い
る

が

植
物
の
成
長
を
早
め
て
生

産
性
を
高
め
る
た
め

約

％

が
理
想
だ
と
思
う
。
償
却
費
や

人
件
費
を
抑
え
、
効
率
よ
く
十

分
な
光
を
与
え
る
こ
と
が
大
切

だ
。

　
総
合
的
に
考
え
る
と
、
技
術

課
題
の
解
決
が
進
む
２
０
１
５

年
ご
ろ
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
植
物
工
場
が
普
及

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

植物工場開発取締役森康裕氏

植
物
工
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
探
ろ
う
と
、
多
く
の
参
加

者
が
来
場

セ
ミ
ナ
ー
会
場
、

東
京
・
八
重
洲

社会開発研究センター植物工場・農商工専門委員会事務局長石原隆司氏

パソナ農援隊アーバンファーム事業部事業部長板見さやか氏
館
内
で
５
０
種
の
野
菜
栽
培

　
「
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
は

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
の
本
部
の
オ

フ
ィ
ス
だ
。
植
物
工
場
の
ほ
か

植
物
工
場
と
い
う
形
態
で
は
な

く
、
人
工
の
光
を
使
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い

る
。
農
業
は
こ
れ
か
ら
大
き
な

雇
用
の
受
け
皿
に
な
る
と
考

え
、
植
物
工
場
に
可
能
性
を
感

じ
て
い
る
。

　
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム
に
は
、

植
物
が
生
育
す
る
た
め
に
必
要

な
明
る
さ
を
確
保
す
る
た
め
、

オ
フ
ィ
ス
照
明
と
は
別
に
４
種

類
の
植
物
専
用
の
照
明
を
導
入

し
た
。
通
常
、
植
物
工
場
は
閉

鎖
型
で
室
内
で
温
度
管
理
さ
れ

て
い
る
が
、
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー

ム
は
働
く
場
所
の
す
ぐ
隣
で
植

物
を
育
て
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
冷
暖
房
を
入
れ
な
が
ら
適

正
な
温
度
を
保
つ
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
。

　
栽
培
方
法
は
水
耕
栽
培
と
土

を
使
っ
て
の
栽
培
の
二
つ
あ

る
。
土
は
培
養
土
を
使
用
し
て

い
る
。
自
動
か
ん
水
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
た
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
温
度
差
で
植
物
の
生
育
が

変
わ
る
の
で
、
農
家
が
持
つ
勘

の
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
と
感

じ
る
。

　
約

種
類
の
野
菜
を
育
て
て

い
る
。
館
内
に
は
温
度
と
湿
度

の
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
。
昼
夜
の

温
度
差
に
よ
っ
て
ど
う
育
つ
か

デ
ー
タ
を
取
り
な
が
ら
栽
培
計

画
を
立
て
て
い
る
。
作
物
の
原

産
地
や
生
育
の
特
徴
な
ど
も
確

認
し
て
い
る
。

　
フ
ロ
ア
の
１
階
に
は
田
ん
ぼ

が
あ
る
。
田
植
え
や
稲
刈
り
を

行
っ
て
き
た
が
、
節
電
の
た
め

現
在
は
休
耕
田
に
な
っ
て
い

る
。
植
物
工
場
は
１
階
と
２
階

に
あ
り
、
１
階
は
ク
ロ
ー
ズ

ド
、
２
階
は
実
際
に
近
く
で
触

れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

多
い
時
は
１
日
１
０
０
株
ぐ
ら

い
の
生
産
量
で
、
社
員
食
堂
で

食
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
取
れ
立

て
の
野
菜
は
栄
養
分
が
非
常
に

高
い
そ
う
だ
。

　
オ
フ
ィ
ス
へ
の
訪
問
客
が
増

え
て
い
る
。
平
日
の
９
時

時
半
は
自
由
に
見
学
で
き
る
。

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
、
大
学

生
・
留
学
生
、
企
業
な
ど
が
見

学
に
来
て
い
る
ほ
か
、
農
業
関

連
団
体
や
海
外
か
ら
の
視
察
も

あ
る
。

　
今
後
、
植
物
工
場
が
拡
大
す

る
に
あ
た
り
、
栽
培
す
る
人
材

や
作
業
の
受
託
、
ノ
ウ
ハ
ウ
提

供
な
ど
に
事
業
が
広
が
る
と
考

え
て
い
る
。

大
型
需
要
先
の
確
保
が
重
要

　
野
菜
の
市
場
は
天
候
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。
最
近
は
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
夏
の
猛
暑
、
季
節
外

れ
の
低
温
な
ど
、
大
き
く
言
っ

て
農
業
に
適
さ
な
い
気
候
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
葉
物
野
菜
は

安
定
栽
培
が
非
常
に
し
に
く

い
。

　
日
本
で
は
、
野
菜
流
通
は
公

開
市
場
制
度
の
下
で
行
わ
れ
て

い
る
。
自
治
体
の
予
算
で
市
場

が
開
設
、
運
営
さ
れ
る
。
同
制

度
が
あ
る
の
は
、
野
菜
は
値
動

き
が
大
き
く
品
数
が
膨
大
な
の

に
加
え
、
産
地
が
広
範
囲
で
季

節
ご
と
に
移
動
す
る
か
ら
だ
。

生
産
者
に
と
っ
て
、
収
入
が
抑

え
ら
れ
る
反
面
、
激
し
い
値
動

き
の
緩
衝
帯
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
・
大
規
模
の
流
通
業
者
が

比
較
的
大
規
模
な
農
業
生
産
者

と
直
接
取
引
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
市
場
よ
り
有
利
な
価

格
に
な
る
一
方
、
安
定
供
給
の

必
要
性
が
あ
る
た
め
欠
品
は
厳

禁
だ
。

　
最
近
は
野
菜
が
高
値
・
不
安

定
な
た
め
サ
ラ
ダ
野
菜

カ
ッ

ト
野
菜

の
市
場
が
伸
び
て
い

る
。
ま
た
、
宅
配
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
自
主
流
通
も
進
ん
で
い
る
。

産
地
か
ら
の
調
達
、
集
配
、
加

工
な
ど
の
ケ
ー
ス
は
産
地
直
送

の
シ
ス
テ
ム
化
と
も
言
え
る
。

　
植
物
工
場
の
野
菜
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
と
、
業
務

用
市
場
が
向
い
て
い
る
。
衛
生

優
位
性
、
安
定
供
給
、
安
定
価

格
な
ど
企
業
運
営
か
ら
み
る

と
、
高
度
な
機
能
性
が
あ
る
か

ら
だ
。
私
見
だ
が
、
植
物
工
場

は
少
品
種
を
１
日
１
万
株
と
い

っ
た
大
規
模
で
は
な
く
、
数
種

類
の
品
種
を
２
０
０
０
―
３
０

０
０
株
の
中
規
模
で
展
開
す
る

の
が
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

週
に
２
―
３
回
食
べ
て
も
飽
き

な
い
「
常
食
性
」
を
考
慮
し
た

結
果
だ
。

　
流
通
関
係
や
外
食
企
業
な
ど

の
大
型
需
要
先
を
関
連
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
、
取
り
込
む
こ
と

も
重
要
だ
。
売
り
先
の
確
保
だ

け
で
な
く
ト
レ
ン
ド
分
析
な
ど

の
情
報
を
有
し
て
い
る
か
ら

だ
。

　
植
物
工
場
も
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
を
手
掛
け
る
メ
ジ
ャ
ー

化
が
必
要
だ
と
思
う
。
特
に
輸

出
産
業
と
し
て
考
え
る
と
、
シ

ス
テ
ム
化
し
な
い
と
成
り
立
ち

に
く
い
。
海
外
で
は
香
港
が
展

開
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

地
理
的
に
近
い
ほ
か
富
裕
層
も

多
い
し
、
サ
ラ
ダ
野
菜
が
不
足

し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

光
源
の
省
電
力
化
課
題

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
植
物
工
場
は
世
界
で

一
つ
し
か
な
い
。
９
年
前
に
北

海
道
岩
見
沢
市
に
つ
く
ら
れ
た

「
コ
ス
モ
フ
ァ
ー
ム
岩
見
沢
」

だ
け
だ
。

　
栽
培
で
使
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
特
徴

は
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
照
射
光

の
波
長
制
御
と
光
量
調
節
が
可

能
な
こ
と
だ
。
植
物
は
特
定
の

波
長
を
取
り
入
れ
て
成
長
し
て

い
る
。二
つ
目
は
小
型
軽
量
低

消
費
電
力
・
熱
放
射
が
少
な
い

―
こ
と
だ
。
光
源
を
植
物
に
近

付
け
て
設
置
で
き
る
の
で
ス
ペ

ー
ス
の
有
効
利
用
が
可
能
に
な

る
。三
つ
目
は
長
寿
命
だ
。四
つ

目
は
光
合
成
に
有
効
な
パ
ル
ス

照
射
が
可
能
な
こ
と
が
あ
る
。

　
コ
ス
モ
フ
ァ
ー
ム
岩
見
沢
は

稼
働
か
ら
８
年
目
の
昨
年
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま

で
採
算
も
合
っ
て
お
り
、
理
想

的
な
工
場
だ
と
思
う
。
季
節
や

天
候
に
関
係
な
く
野
菜
を
毎
日

２
４
０
０
―
３
０
０
０
株
を
出

荷
し
て
い
る
。
１
パ
ッ
ク
あ
た

り

と
す
る
と
、
年
間

万

パ
ッ
ク
の
生
産
量
に
な
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
植
物
工
場
は
き
ち
ん

と
運
営
す
れ
ば
利
益
が
出
る
。

し
か
し
、
蛍
光
灯
や
白
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
使
う
と
、
光
熱
動
力
費
が

膨
れ
て
利
益
が
消
え
て
し
ま

う
。
大
事
な
の
は
電
気
代
を
い

か
に
抑
え
る
か
、と
い
う
こ
と

だ
。

　
店
舗
で
野
菜
を
栽
培
し
、
そ

の
野
菜
を
店
舗
で
使
う
「
店
産

店
消
」
型
の
植
物
工
場
が
ブ
ー

ム
だ
。
理
由
は
季
節
や
天
候
に

よ
る
価
格
変
動
が
な
い
、
栽
培

原
価
が
一
定
、
完
全
無
農
薬
で

安
心
安
全
な
ど
が
あ
る
。
野
菜

の
生
育
状
況
を
観
賞
で
き
、
集

客
が
見
込
め
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
新
し
い
光
源
開
発
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
考
え
る
と
、

植
物
栽
培
用
の
光
源
は
人
間
の

目
の
基
準
と
は
異
な
る
こ
と
に

留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
植

物
栽
培
に
最
適
な
波
長
で
、
低

消
費
電
力
で
出
力
可
能
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
開
発
し
、
収
量
を
増
大
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
照
射
方
向
を
制
御
し

て
光
の
効
率
を
上
げ
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
湿
度
に
強

く
放
熱
性
の
高
い
素
材
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
製
造
す
る
こ
と
や
、
製
造

ラ
イ
ン
を
有
す
る
照
明
メ
ー
カ

ー
と
共
同
開
発
す
る
と
い
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ４月２０日 金曜日 　　


